
目  次 

刊行のことば 

凡 例 

第一章 民 俗 ――祈り・祭り・なりわい  1p～323p 

章概説 

第一節 豊穣と繁栄の祈り 

節概説 

第一項 甲賀のオコナイ 

概説 典型的なオコナイ オコナイの諸相 オコナイの要素と機能 

第二項 甲賀の山の神祭り 

概説 山の神祭りの諸相 山の神祭りと村社会 

第三項 農作の祭りと芸能 

概説 農作の祭りの諸相 「虫送り」の民俗〈コラム〉雨乞いと願の掛け物 

第二節 民間信仰と年中行事 

節概説 

第一項 甲賀の富士浅間信仰 

富士浅間信仰と甲賀 杣中の富士浅間行事 富士浅間信仰の諸相 

〈コラム〉甲賀忍びと飯縄信仰 

第二項 様々な年中行事 

勧請吊り 水無月 大般若 籠り〈コラム〉お水取りと信楽一心講 

第三項 盆行事 

家と村の盆行事 地蔵盆と「杣の六地蔵」巡拝 

第三節 祭りと組織 

節概説 

第一項 郷鎮守社と郷祭り 

郷鎮守社と神宮寺 歴史を映す油日祭り 馬上豊かに流鏑馬神事 

〈コラム〉野洲川を渡る神輿 

第二項 宮座・長老・宮守 

甲賀の宮座・株座と祭り 村座と長老衆・ムラの神主 

第三項 株と講 

同族と株 市域の講集団 

第四節 風流の祭りと芸能 

節概説 

第一項 甲賀のケンケト祭り 

風流の囃子物 ケンケトの芸と祭り 

第二項 甲賀の太鼓踊り 

雨乞いと芸能 市域の太鼓踊り 



第三項 甲賀の祇園花行事 

祇園信仰と花奪い 市域の祇園花行事 〈コラム〉祓えの団扇 

第四項 曳山祭礼と作り物 

水口曳山祭の沿革と曳山 水口曳山祭の伝承 水口曳山囃子の伝承 

三本柳の人形奉納 瀬古の流星 

第五節 なりわいの民俗 

節概説 

第一項 甲賀の木挽と木地屋伝承 杣谷の木挽と杣道具 土山の木地屋伝承 

第二項 甲賀の前挽鋸 

歴史に埋もれた前挽鋸 前挽鋸生産と用具〈コラム〉前挽鋸を訪ねる旅 

第三項 杣谷の水と土 

自然とのたたかい 地域特有の伝統農法 干害復旧の技術 

過重な農作業と災害への備え 模範村を生きる 伝統的農具の宝庫 

〈コラム〉自然の贈り物・アオズリン 

第四項 甲賀のくすり 

甲賀の製薬 甲賀の売薬 甲賀の修験道と製薬・売薬 

第五項 特産と名物 

甲賀の特産 水口干瓢 甲賀の茶づくり 暮らしのなかの茶 

宿場と街道の名物 

第二章 建 築 ――甲賀のたてもの 325p～464p 

章概説 

第一節 中世寺社の建築 

節概説 市域の中世寺社建築 〈コラム〉文化財を守る―保存修理の現場から― 

第二節 近世寺社の建築 

節概説 市域の近世寺社建築 〈コラム〉近世寺社建築の意匠 

第三節 近世民家の建築 

節概説 水口宿の民家 土山宿の民家 杣街道沿いの民家 

杣谷の民家 信楽多羅尾の民家 

第四節 近代和風建築 

節概説 市域の近代和風建築  

第五節 近代建築 

節概説 各説 〈コラム〉活かして伝える文化財 

第六節 近代化遺産 

節概説 市域の近代化遺産 

第三章 石造文化財 ――石に刻んだ祈りの造形  465p～566p 



第一節 概説 石造文化財とは 石造文化財の展開 

第二節 塔類 

第一項 層塔 

第二項 宝塔 

第三項 宝篋印塔 

第四項 五輪塔 

第五項 板碑 

第六項 石幢 

第三節 石仏 

第四節 石燈籠 

第五節 その他の石造文化財 

第一項 町石 

第二項 石段 

第三項 水盤 

第四項 石橋 
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付図 多羅尾滝の脇磨崖石仏群寸法図 

 


